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今月の写真
全プロジェクトから2019年度の活動写真を集めました。
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ボランティアリーダーインタビュー

ボランティア
リーダーに、
2019年度の
振り返りと
2020年度の
抱負を聞きま
した。

・ポロクル現場運営（～10月・札幌市）
・乾燥野菜普及活動（新陽高校炊き出し）

（札幌市）
・炭窯再建プロジェクト（厚真町）
・オーガニックじゃがいも作り

（～11月・石狩市）

・澄川わくわく広場（～2月・札幌市）
・アースデイ東京出店（東京都渋谷区）
・薪づくり・薪配達活動（～3月・石狩市）
・ezovillageフィールド整備・キャンプ

（～10月・石狩市）

・浜益まちたんけん（石狩市）
・浜益資源調査（～2月・石狩市）
・月に一度は森づくり（～2月・苫小牧市）
・シカ柵再建プロジェクト

（～6月・厚真町）
・びといの森のようちえん

（～10月・石狩市）
・コープの森植樹祭運営補助活動（当別町）
・GREEN COLLEGE（～1月・札幌市）
・大雪山国立公園旭岳自然保護プロジェクト

（～10月・東川町）

・しれとこ羅臼こんぶフェスタ（羅臼町）
・澄川地区自主総合防災訓練（札幌市）
・SAPPORO♡BICYCLE DAYS（札幌市）

・はっちゃキッズ夏キャンプ（留萌市）
・野生児キャンプ（伊達市）
・おためし地域おこし協力隊（湧別町）
・長期滞在プログラム（～9月・厚真町）
・Rising Sun Rock Festival 2019 inEZO

環境対策活動（石狩市・小樽市）

・ワインカーニバル環境対策活動（小樽市）
・Green Beats Tomamu Hokkaido

薪割り体験活動（占冠村）
・石狩さけまつり環境対策活動（石狩市）
・HTBまつり環境対策活動（札幌市）
・SDGsマルシェinはこだて（函館市）
・澄川パフォーマンス通り環境対策活動

（札幌市）

・標津まちづくりプロジェクト（標津町）
・澄川ちょい飲み（札幌市）

・大樹子どもキャンプ（～2月・大樹町）

・COOL CHOICE
（滝川市・小清水町・清里町）

・コープおしごとキッズ（札幌市）

・おためし地域おこし協力隊
（喜茂別町・雄武町）

・GREEN DAY2020（札幌市）
・バルーンミーティング（上士幌町）

４月

ezorockカレンダー

みーる
プロジェクトNINOMIYA

ゆーみん
浜益リレーションズ

2017年にバイト先で初
めて会ったポロクルの人
に活動を教えてもらって
面白そうだなと思ったの
がきっかけ。テスト期間
でその活動には行けな
かったけど次に会った時
に RSR オ ーガニック
ファームを教えてもらっ
て、参加しようと思った。

2017年の春過ぎ。大学
に入って森林に関わる
サークルを探していて。
でも北大には見つからな
くて、農学系サークルの
新歓に行った時に、
ezorockを教えてもらい、
勢いで説明会に申込んだ。
そこから、知らない間に
のめり込んでた。

大学入って、木って色々
種類があるのに全然知ら
ないな、この木は何の
木ってわかるようになり
たいなと思って詳しい先
生を探したら、先生では
ないけどって植林研究会
の代表を紹介され、旭岳
とNINOMIYAで活動し
ていた人に出会ったこと。

ezorockとの
出会い・
参加した
きっかけは？

2019年度を振り返ると、
いろいろな活動に参加さ
せてもらった。
特に印象的だったことは
道内各地のいろいろなと
ころに行って、札幌にい
るだけじゃ決して会うこ
との無かった面白いこと
をしているかっこいい大
人に会えたこと。

浜益に拠点ができたこと。
泊まる場所が出来たおか
げで、浜益との距離が縮
まった気がする。でも、
隣の家の人が家の裏で熊
を見たと聞いて、すごい
びっく
りした。

コアメンバーががらりと
変わった1年だったこと。
新しくコアメンバーに
なったメンバーが表明し
ている瞬間のセリフとか
景色まで覚えてる。

2019年度を
振り返って
印象的だった
ことは？

時間のメリハリをつけて
優先順位をつける。
私はそれを見失いがちで
チームで
活動する
からこそ、
それを意
識して活
動したい。

浜益に通う人を増やす、
通いやすくなる理由をつ
くりたい。
去年は1人で浜益へ行く
こともあったから、今年
は多くの仲間と一緒に行
くことが出来るように、
浜益に行きたいと思える
理由をたくさん作ってい
きたい。

NINOMIYAの活動のリ
ピーターを増やすこと。
初めて来た人がその後も
継続して参加したいと思
えるような仕掛けを考え
たい。あとは、
免許取ったの
で車をたくさ
ん運転したい。

2020年度の抱負・
やってみたい
ことは？

ezorockは色々な人たち
が集まる場所。普通に暮
らしていればまず会うこ
とがなかった人に会えた
り、人が持ってる価値観
に触れることができると
ころが面白い。今年は、
チームだということを意
識することを忘れずに一
年頑張りたい。

まだまだ知らない北海道
をたくさん満喫しながら、
いろんな景色をいろんな
人と見たい。のんびりし
に浜益に一緒に行きま
しょうー！

新型コロナウィルスが落
ち着いて、薪割りの募集
が再開したら、みなさん
遊びに来てください！最後に一言！
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活動紹介 RISING SUN ROCK FESTIVALなどの野外音楽イ
ベントや地域のお祭りでの環境対策活動を通じて、Do It
Yourself(D.I.Y)精神の発信を行う。
回数 7回13日(RSR’19、HTBまつり、北の収穫祭ワインカーニ
バル in おたる、石狩さけまつり、澄川パフォーマンス通り等)
活動人数のべ400人
結果 オリジナルごみ袋の配布:17,000枚、ecoアクション
キャンペーンブース来場者数:879人、RSRで回収した割り
箸139kgA4用紙へとリサイクル等
総括 コアスタッフ初挑戦者が多い中、RSRでマイクロプラ
スチック問題を取り上げた「ごみの分解ナビゲート」等新た
なアイデアで多くの参加者が自分たちができることについて
考える場をつくることが出来た。（かぽん・のすけ）

活動紹介 RSRで出た生ごみの一部を自分たちの手でリサイ
クル。栽培したじゃがいもを再びRSRへ。また、日々の生活
に野菜を取り入れてもらうための活動を実施。
回数 21回22日(EarthDayTokyo、オーガニックファーム体
験ツアー、RSRでのじゃがいも無料配布、えぞごはん等)
活動人数のべ112人
結果 RSR来場者と種芋植え体験を実施。RSR当日は1日で
101名へ「おかえりじゃがいも」を配布した。えぞごはんで
は、簡単な野菜のレシピを参加者に伝えた。野菜の配送では、
日常から野菜を取り入れる生活を促した。
総括 RSR来場者を巻き込んだ「オーガニックファーム体験
ツアー」に加えて、畑以外での活動でもオーガニックファー
ムに関わる機会を作ることが出来た。（鮎）

活動紹介 石狩市美登位を拠点として、多様な人をを巻き込
みながら薪づくりを実施。また、薪割り体験を提供。売り上
げの一部を子ども向け森林環境教育プログラムに。
回数 65回68日(薪割り体験活動、RSRみんなで薪割りブース、
みんなで 木育inばんけい、WONDER FOREST,GreenBeats、
森もりキャラバン、コープの森植樹祭等)
活動人数のべ235人
結果 2件の就労継続支援事業施設にて利用者の仕事として薪
の生産・備蓄の連携事業が開始。郊外より薪を仕入れ、都市
部の販売スタイルに合わせた販売事業も開始。
総括 活動の見直しと薪の生産体制整備を実施。事業連携に
よって、繋がりを増やすことが出来た。また、生産の安定と
新たな価値を生むことができる可能性を感じた。（みーる）

活動紹介 自転車を通した新しいまちづくり。シェアサイク
ル「ポロクル」クルーが主体となり、自転車を利用したまち
の活性化や自転車問題の解決策を模索している。ezorock
チームの中では珍しくアルバイトからボランティアまで多様
な関わり方が出来る。
回数 1回1日(SAPPORO♡ BICYCLE DAYS)

※現場運営 189 日
活動人数のべ４人、クルー30人
結果 イベントでは、安全に自転車を利用する方法を子ども
たちに楽しみながら知ってもらった。現場運営では、AIを
活用した自転車の再配置など、新たな試みを実施した。
総括 初めての大きなリニューアルがあり、現場運営の構築
に力を入れ、大きなトラブルもなく運営できた。（てる）

活動紹介 関係人口創出を目的に、地域の方と一緒に課題に
取り組むプログラムや地域の青年団体の会議進行補助や先進
事例の紹介などを実施。
回数 40回78日(大雪山国立公園旭岳自然保護プロジェクト
[NPO法人大雪山自然学校]、月に一度は森づくり[いぶり自然学
校]、ウインターバルーンミーティング[フリーフライト]等)
活動人数のべ238人
結果 活動地域が15市町村へ増加。連携・フォローアップを
行ってきた地域の青年団体では、取り組みが形になった。
総括 関係人口というキーワードが対外的にも注目される１
年となり「ふるさと応援隊～みつける、第二の故郷178～」
「おためし地域おこし協力隊」制度がスタート。「179リ
レーションズ」として次のステージへ進みたい。（たに）

活動紹介 防災×地域=乾燥野菜。乾燥野菜は軽い、長持ち、
手間いらず。日常でも使い勝手が良い乾燥野菜を使ったレシ
ピの開発も行う。
回数 15回16日(澄川わくわく広場、澄川ちょい飲み、澄川地区
自主総合防災訓練等)
活動人数のべ55人
結果 3年前から開始したわくわく広場を通年で実施。乾燥野
菜を使用したレシピを開発・WEB投稿した。ezorock事務
所の防災拠点化に向け、ローリングストック法でのezorock
事務所への乾燥野菜の備蓄を始めた。
総括 継続の年だった。防災は一時語り掛けるものではなく
日々の備えが重要。活動を継続することで、日々の生活で密
かにでも意識しておくことができた。(寺ちゃん)

活動紹介 石狩市浜益区に拠点を構え、札幌近郊の都市部に
住む若者が滞在しながら、農業体験や地域行事の参加、森林
の整備などを行う。
回数 20回39日(農業体験、浜益の地域行事、森林整備、子ども
の森遊びキャンプ、巨木イチイツアー、資源調査等)
活動人数のべ116人
結果 活動拠点を整備し宿泊できたことで活動回数が増え、
人手の足りない地域行事への参加や交流も増えた。手入れし
きれなくなった山林をお借りして整備を行い、札幌からの子
どもたちの受け入れを行った。
総括 以前から子どものキャンプなどでお世話になっていた
浜益での活動がプロジェクト化。一軒家をお借りし、週末は
浜益で宿泊しながら活動できた。(ゆーみん)

活動紹介 北海道胆振東部地震によって大きな影響を受けた
厚真町で、子どもの遊び場作りを中心に地域課題に取り組む
活動を展開。
回数 29回55日(シカ柵再建プロジェクト、炭窯再生プロジェク
ト、滞在プログラム、冒険の杜ワークショップ、厚真いなか祭り、
札幌市ふるさと応援隊連携事業等)
活動人数のべ400人
結果 教育大学函館校・釧路校、北見工業大学などから17名
の学生が参加した長期滞在プログラムでは、日数を重ねるご
とに参加者自身の変化がうかがえた。
総括 シカ柵再建や冒険の杜・長期滞在など新しいプロジェ
クトが多く、いつのまにか厚真の人に会うために行くように
なり、人とのつながりを感じる一年だった。（チャン）

環境対策活動EarthCare

ボラ旅北海道

活動紹介 身近に自然を感じることのできる石狩を拠点に自
然体験イベントや環境教室の補助などを行い、それを通して
子どもの体験の機会と場を提供。
回数 8回9日(びといの森のようちえん、COOL CHOICE in 清
里・小清水の補助、滝川高校環境学習リーダー養成講座等)
活動人数のべ43人
結果 森のようちえんでは、リピーターもおり自然の中での
びのび過ごす子どもたちの姿を見ることができた。他地域で
これまでのノウハウを石狩の外で活かすこともできた。（参
加者：子ども154人、大人21人、高校生60人）
総括 幼児向け自然体験活動を行ったほか、北海道環境財団
と連携し滝川市・小清水町・清里町にてプログラム開発や環
境教室の補助を行った。(じゅんちゃん)

石狩体験キッズ「チポロ」

活動紹介 各プロジェクトチームの広
報をサポートし、活動参加者が増え
るようにサポートを行う。
回数 ニュースレター発行2回、メー
ルマガジン発行24回
総括 ニュースレターは、『2018年度
報告号』『北海道胆振東部地震支援
活動特集』の2回発行した。また、
facebookやtwitter等のSNSを利用し
て情報発信を行った。

広報部

乾燥野菜研究所Sumi Lab浜益リレーションズ

RSRオーガニックファーム

厚真リレーションズ

活動紹介 はるきちオーガニックファームの森と畑で、人と
人とをつなげる交流拠点としての可能性を探る。
回数 14回18日(ezocamp 、イベント運営補助、常設かまど・ベ
ンチ・駐車場・山の階段等の整備、簡易テントの活用等)
活動人数のべ37人
結果 はるきちオーガニックファームで活動するチームがプ
ロジェクトの枠を超えて交流し、意見交換を進めた。また、
現場整備を行い、野外研修場所としての可能性を探った。
総括 新規プロジェクト。備品管理、現場整備、土場MTG、
交流イベントezocampの実施、イベント運営の補助を行い、
裏方としての役割が多かったが、ezorock全体の交流の場と
しての可能性も見えた。（じゅんちゃん）

ezo village

プロジェクト「NINOMIYA」ポロクル

■ezorock
・7月
・7月
・9月21日
・12月8日
・12月13日
・3月3日

■助成金(敬称略)
・独立行政法人環境再生保全機構
・セブン-イレブン記念財団
・特定非営利活動法人
北海道NPOファンド
・社会福祉法人中央共同募金会
・一般社団法人北海道青少年育成協会
・公益社団法人国土緑化推進機構

2019年度 活動報告REPORT

GREENDAY2020

いただいたご寄付・助成⾦

報道採録

活動回数219回 活動日数318日 活動人数のべ1,645 人 活動地域24市町村

活動紹介 円滑に活動を実施できるよう
に、スキルアップなどに関する研修プ
ログラムを実施する
回数 8日（GREENDAY2020、
GREENcollege夏・冬）
参加人数のべ160人
総括 夏と冬に分けてGREENcollege
を実施。特に実際の活動ですぐに使え
るスキルや知識をテーマにして、のべ
55人が参加した。

研修部

活動紹介 プロジェクトを横断したつ
ながりを持つ機会を提供し、情報共
有や協力を生む。
回数 3回(忘年会、事務所床塗、もくも
く会)
参加人数のべ40人
総括 内部メンバーの交流の機会を増
やすためのイベントを実施。また、
コミュニティスペースの改修や活動
情報が一目でわかるカレンダーなど
を作成し、積極的な利用につながる
よう工夫した。

交流部

2020年2月15日(土)-16日(日)、市民活動プラ
ザ星園などを会場としてHokkaido youth
sessions GREENDAY 2020を開催。「ソウゾウ
～次を紡ぐ二日間～」をテーマとした下記12
セッションに2日間のべ156名が参加した。

株式会社ciokay 森健太氏
浦幌町地域おこし協力隊小松輝氏・古賀詠風氏

■ご寄付(敬称略)
・認定NPO法人
北海道NPOファンド
・認定NPO法人
日本ハビタット協会
・あいおいニッセイ
同和損害保険株式会社
・その他、個人のみなさま

■個人
・2月 石狩市広報
（ボランティア松山）
・3月 石狩市広報
（職員崎川）

新卒で始める地域のお仕事
～うらほろスタイルを通じて～1

communityHUB江別港代表
NPOファシリテーションきたのわ橋本正彦氏

違いを理解し、合意する力～
ファシリテーション講座2

NPO法人ezorockボランティアリーダー鳴海淳哉

フリーディスカッション3

NPO法人iPledge理事
NPO法人soar・PlECESプロボノワーカー草刈良允氏

失敗をバネに“リカバリー”するチカラ4

益城町教育委員会地域おこし協力隊
NPOカタリバパートナー井下友梨花氏
SEプログラミング講師/TikToker
ezorockTokyoメンバー 國見竜平氏

ezorockで活動していた若者は
その後何をしているか？5

NPO法人ezorockボランティアリーダー鳴海淳哉

どんぐりんぴっく
～難しいことは考えるな、子ども心を取り戻せ～6

認定NPO法人Kacotam理事長高橋勇造氏

こどもの『やりたい』をカタチにする学びの場7

士別市教育委員会工藤雅史氏
天塩町交通安全係宍戸隆則氏
厚真町教育委員会斎藤烈氏
上士幌町教育委員会高橋克磨氏

ぼくたち社会教育大好き公務員8

NPO法人北海道エコビレッジ推進プロジェクト
坂本純科氏

気候変動と持続可能な地域づくり9

NPO法人ハタモク北海道代表理事中田隆太氏

ハタラクをソウゾウする10

札幌市環境局佐竹輝洋氏

いまさら聞けない、SDGs
～え、目標って169もあったんだ11

一般社団法人AISプランニング代表理事漆祟博氏

アートで魅せる社会の余白12

北海道新聞
苫小牧民報
北海道新聞
函館新聞
北海道新聞
朝日新聞


